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大 橋 教 授

Ｄ
棗
Ｓ
涯
罷
で
一一議
演

資
源
回
収
』」
も
活
濡

技
術
士
会
申
国

例
会

・
講
演
会

日
本
技
術
士
会
中
国
本
部

上
下
水
道
部
会
は
Ｄ
日
、
例

会

上
請
演
会
を
開
催
。
例
会

で
は
、
技
術
士
同
士
の
交
流

や
幅
広
い
資
質
の
向
上
に
向

け
て
、
講
演
会
や
研
修
会
、

現
場
見
学
会
等
を
開
催
す
る

内
容
の
今
年
反
事
業
計
画
案

を
決
定
。
一一一鵡
演
会
の
基
調
請

演
で
は
、
新
た
な
バ
イ
オ
リ

ア
ク
タ
ー
に
よ
る
環
境
対
策

や
資
源
回
収
等
の
菫
｝例
が
紹

介
さ
れ
た
。

例
会
開
催
に
当
た
り
若
岡

信
利
部
会
長
は

「よ
り
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
活
動
を
目

指
し
、
幹
事

一
同
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
」
、
来
賓

と
し
て
統
括
本
部
の
櫻
井
克

信
部
会
長
が

「
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
活
動
に
オ
ン
ラ
イ
ン
と

い
う
選
択
肢
が
増
え
た
。
今

後
、
活
動
を
強
化
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
ｏ

報
告
に
よ
る
と
、
今
年
度

は
会
員
数
が
前
年
度
比
で
２

人
増
加
し
％
人
に
。
今
年
度

は
、
同
日
開
催
さ
れ
た
講
演

会
の
ほ
か
、
広
島
市
の
西
部

水
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー
の
見

学
会
等
を
開
催
す
る
予
定
。

講
演
会
で
は
、
広
島
大
学

大
学
院
の
大
橋
晶
良
教
授
が

一‐微
生
物
を
利
用
し
た
排
水

か
ら
の
資
源

。
エ
ネ
ル
ギ
ー

回
収
」
と
題
し
基
調
講
演
。

イ
ン
ド
で
は
、三
卜
水
処
理

法
と
し
て
Ｕ
Ａ
Ｓ
Ｂ

（上
向

流
嫌
気
性
汚
泥
ろ
床
法
）
が

ば

っ
気
不
要
、
装
置
が
シ
ン

プ
ル
で
維
持
管
理
が
容
易
、

バ
イ
オ
ガ
ス
回
収
が
可
能
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
評
価
さ

れ
て
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

一
方
、
Ｕ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
処
理
水

を
後
段
で
処
理
す
る
ラ
グ
ー

ン
に
お
い
て
藻
類
が
大
量
に

発
生
す
る
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
同
国
関
係
者
が
代
替
と

な
る
処
理
法
を
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
大
橋
教
授
ら
が
ま

と
め
た
Ｄ
Ｈ
Ｓ

（下
降
流
ス

ポ
ン
ジ
懸
垂
）
リ
ア
ク
タ
ー

の
論
文
が
目
に
留
ま
り
、
イ

ン
ド
で
導
入
を
検
討
す
る
こ

と
に
し
た
と
い
う
。

２
０
１
４
年
、
下
水
処
理

で
は
世
界
初
と
な
る
実
機
が

イ
ン
ド

ｏ
ア
グ
ラ
で
稼
働
を

開
始
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
小
さ
さ
や
処
理
水
質
の
良

好
性
、
発
生
汚
泥
量
の
少
な

さ
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
確
認
さ

れ
た
。
２
０
１
８
年
に
は
、

須
崎
市
で
Ｂ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
る
実
証
研

究
も
行
わ
れ
た
。

大
橋
教
授
は
、
密
閉
型
Ｄ

Ｈ
Ｓ
■
台
で
直
列
処
理
を
す

る
こ
と
に
よ
る
水
中
溶
存
メ

タ
ン
の
回
収
、
密
閉
型
Ｄ
Ｈ

Ｓ
を
用
い
た
余
剰
汚
泥
削
減

型
リ
ン
回
収
の
実
証
、

メ
タ

ン
酸
化
細
菌
に
よ
る
生
分
解

性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料

ｏ
Ｐ

Ｈ
Ａ
の
生
成
や
マ
ン
ガ
ン
、

コ
バ
ル
ト
、
ニ
ッ
ケ
ル
の
除

去
等
の
事
例
も
紹
介
し
た
。

そ
の
後
、
呉
市
上
下
水
道

局
技
術
部
の
増
木
誠
治
副
部

長
が

「豪
雨
災
害
後
の
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
推

進
」
、
全
国
水
道
管
内
カ
メ

ラ
調
査
協
会
専
門
会
員

（東

京
都
立
大
学
大
学
院
特
任
准

教
授
）
の
國
寅
誉
治
氏
が

「水
道
管
内
カ
メ
ラ
診
断
評

価
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
た

水
道
管
路
の
機
能
診
断
」
に

つ
い
て
講
演
し
た
。
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醒
帥
杜
灘
辞
知
事
期
を
儡
畿

続
い
て
呉
市
上
下
水
道
局

技
術
部
の
増
木
誠
治
副
部
長

が

「豪
雨
災
害
後
の
災
害
に

一
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
・

一
と
題
し
講
演
。
同
市
で
は
平

．成
３０
年
７
月
の
豪
一熙
火害
で

土
砂
流
入
な
ど
に
よ
り
水
道

施
設
が
多
大
な
被
害
を
受

け
、
最
大
７
万
８
０
０
６
世

帯
で
断
水
が
生
じ
た
。

増
本
副
部
長
は
、
工
業
用

量

の
二
槃

掘

の
能

停
止
に
対
し
て
、
使
用
を
休

止
し
て
い
た
旧
工
水
管
を
活

用
し
て
連
一盤
目を
整
備
し
、

水
を
融
通
し
た
こ
と
な
ど
を

説
明
。
市
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト

で
被
災
状
況
や
給

水
状
況
、

そ
の
後
の
復
旧
工
事
の
進
捗

な
ど
を
発
信
し
た
こ
と
、
初

代
編
集
長
と
し
て
災
害
対
応

等
を
取
り
ま
と
め
た
災
害
記

“郭
一い
が
職
員
教
育
に
活
用
さ

日
本
技

Ｔ̈
一
会
中
国
本
部

上
下
水
道
部
会

は
８
月
１９

日
、
広
島
県

。
鳥
取
県

。
島

一根
県
の
３
会
場
と
オ
ン
ラ
イ

ン
を
併
用
し
て
例
会

粛
講
演

会
を
開
催
し
た
。
合
わ
せ
て

約
１
１
０
人
が
参
加
し
た
。

例
会
で
は
活
動
計
画
な
ど

の
報
告
が
あ

っ
た
。
会
員
は

前
年
度
か
ら
２
人
増
加
し
て

恥
人
と
な

っ
た
。

あ
い
さ
つ
し
た
若
岡
信
利

部
会
長
は

「よ
り
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
活
動
を
目
指

し
、
幹
事

一
同
協
力
し
て
頑

張

っ
て
い
く
」
と
抱
負
を
述

べ
た
。

◇

　

　

◇

全
国
上
下
水
道
ヨ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
中
国

。
四
国
支

部
と
共
催
し
た
講
演
会
で

は
、
広
島
大
学
大
学
院
の
大

橋
晶
良
教
授
に
よ
る
基
調
講

演
を
は
じ
め
３
題
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。

大
橋
教
授
の
講
演
テ
ー
マ

は

「微
生
物
を
利
用
し
た
排

水
か
ら
の
資
源

。
エ
ネ
ル
ギ

ー
回
収
」
。
新
た
な
バ
イ
オ

リ

ア
ク

タ
ー

「
Ｄ
Ｈ
Ｓ
」

（下
降
流
ス
ポ
ン
ジ
懸
垂
）

に
つ
い
て
、
装
』直
が
シ
ン
プ

ル
で
維
持
管
理
が
容
易
、
バ

イ
オ
ガ
ス
回
収
が
可
能
と
い

っ
た
メ
リ

ッ
ト
を
紹
介
し

た
。

大橋 教 授

ま曽冽ヽ 高り書FI:展

國貿氏

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
紹
介

し
た
。

全
国
水
道
管
内
ヵ
メ
ラ
調

査
協
会
専
門
会
員

（東
京
都

立
大
学
大
学
院
特
任
准
教

授
）
の
國
貿
誉
治
氏
は
、

「水
道
管
内
カ
メ
ラ
診
断
評

価
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
た

一
恣

迫
管
路
の
機
能
診
題

に

一
つ
い
て
講
演
し
た
。
令
和
２

年
に
発
行
さ
れ
た
診
断
評
価

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
管
内
カ
メ

ラ
調
査
の
統

一
的
評
価
方
法

を
示
し
た
も
の
。
さ
ら
に
昨

年
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
た
管
内
調
査
の
評

価
結
果
を
審
査
委
員
が
客
観

的
に
審
査
す
る
と
と
も
に
、

水
質
事
故
予
防
保
全
と
老
朽

化
対
策
方
法
を
提
案
す
る
認

定
証
を
発
行
す
る

「水
道
管

内
カ
メ
ラ
評
価
認
定
証
制

度
」
を
創
設
し
た
。

國
富
一氏
は
そ
の
ほ
か
、
企

業
と
共
同
研
究
中
の
Ａ
Ｉ
管

内
画
像
診
断
も
紹
介
。
今
年

の
水
道
研
究
発
表
会
で
企
業

が
発
表
す
る
と
し
た
。



水  道  産  業  新 尾T  2023年 (令禾日5年)9月 14目 (木曜日)

第5693号

排
求
鰊
資
源
閂
収
な
ど
３
講
演

軸
鰤
社
緯
豪
繭
被
災
中
管
路
機
能
診
鶉
も

日
本
技
術
士
会
中
国
本
部

上
下
水
道
部
会

（部
会
長
＝

若
岡
信
利

。
ジ

ェ
イ
ア
ー
ル

西
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
調

査
役

〈
広
島
市
水
道
局
○

Ｂ
〉
）
は
さ
き
む
ろ
、
講
演

会
を
全
国
上
下
水
道
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
協
会
中
国

。
四
国

支
部
と
の
共
催
に
よ
り
、
広

島
市
内
等
の
会
場
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
た
。

冒
頭
、若
岡
部
会
長
が
「い

ず
れ
の
講
演
も
非
常
に
興
味

深
い
内
容
で
、
員
重
な
知
見

を
得
ら
れ
る
機
会
に
」
、
櫻

井
克
信

ｏ
日
本
技
術
士
会
上

下
水
道
部
会
長

（
日
水
コ
ン

顧
間
）
が

「地
域
本
部
と
の

連
携
強
化

へ
」
と
あ
い
さ
つ
。

講
演
会
で
は
大
橋
晶
良

。
広

島
大
学
大
学
院
教
授
が

「微

生
物
を
利
用
し
た
排
水
か
ら

の
資
源

。
エ
ネ
ル
ギ
ー
回

収
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を

行

っ
た
。

大
橋
教
授
は
前
段
を
Ｕ
Ａ

Ｓ
Ｂ

（上
向
流
嫌
気
性
汚
泥

ろ
床
法
）
、
後
段
を
微
生
物

保
持
担
体
に
ス
ポ
ン
ジ
を
用

い
た
Ｄ
Ｈ
Ｓ
法
で
行
う
低
コ

ス
ト
型
下
水
処
理
シ
ス
テ
ム

を
提
案
。
パ
ー
ム
オ
イ
ル
廃

液
か
ら
バ
イ
オ
ガ
ス
を
精
製

し
、
車
両
用
燃
料
に
使
用
し

て
い
る
海
外
事
例
の
説
明
に

加
え
、
密
閉
型
Ｄ
Ｈ
Ｓ
を
用

い
て
余
剰
汚
泥
を
削
減
し
な

が
ら
、
リ
ン
除
去

。
回
収
す

る
実
験
で
は
、
夏
期
を
除
い

て
実
下
水
か
ら
高
濃
度
リ
ン

含
有
液
が
回
収
可
能
な
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

増
木
誠
治

。
呉
市
上
下
水

道
局
技
術
部
副
部
長
の
講
演

「
豪
雨
災
害
後
の
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ

一

い
て
」
で
は
、
２
０
■
８
年

一

７
月
豪
雨
で
上
下
水
道
、
工

一

広 島市 内の講 演 会場

業
用
水
道
施
設
が
合
計
約
３

０
０
カ
所
被
災
し
、
最
大
７

万
８
０
０
６
世
帯

（
１５
万
３

５
２
０
人
）
の
断
水
が
発
生

し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
。
給

水
拠
点
で
の
仮
設
コ
ン
テ
ナ

や
緊
急
時
給
水
栓
に
よ
る
応

急
給
水
、
広
島
県
と
の
緊
急

時
用
連
絡
管
整
備
に
よ
る
施

設
復
旧
、
被
災
前
以
上
と
な

る
よ
う
な

「復
興
」
推
進
の

取
り
組
み
を
説
明
し
た
。

國
買
誉
治

。
全
国
水
道
管

内
カ
メ
ラ
調
査
協
会
専
門
会

員

（東
京
都
立
大
学
特
任
准

教
授
）
は

「水
道
管
内
ヵ
メ

ラ
診
断
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

活
用
し
た
水
道
管
路
の
機
能

診
断
」
に
つ
い
て
、
今
後
の

管
路
維
持
管
理
と
し
て
、
管

内
状
況
が
不
断
水
で
撮
影
で

き
る
内
視
鏡
カ
メ
ラ
の
調
査

手
順
や
活
用
例
な
ど
を
説

明
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
管
内
面

の
書
価
方
法
や
評
価
結
果
を

全
国

一
律
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、信
頼
。信
用
性
を
高
め
、

管
内
面
劣
化
の
対
応
策
に
つ

な
げ
る
と
し
て
い
る
。

((3)


